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一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
比
１

㌫
減
の
30
億
６
３
９
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。�

　
歳
入
の
金
額
と
割
合
を
、
下
記

の
円
グ
ラ
フ
で
表
示
し
て
い
ま
す
。�

　
地
方
交
付
税
は
、
昨
年
同
等
額

で
歳
入
全
体
の
６
割
で
す
。�

　
歳
入
の
主
な
増
減
は
、
固
定
資

産
税
が
、
国
の
配
分
枠
で
１
０
０

０
万
円
の
増
額
。
地
方
譲
与
税
等

が
、
７
２
２
万
円
の
減
額
。
国
・

県
支
出
金
が
、
７
１
７
万
円
の
増

額
。
繰
入
金
は
、
基
金(

預
金)

か

ら
財
政
調
整
基
金
２
３
６
７
万
円
、

減
債
基
金
１
億
１
１
３
１
万
、
観

光
振
興
基
金
９
６
万
円
、
介
護
保

険
特
別
会
計
か
ら
９
０
０
万
円
、

な
ど
を
繰
入
れ
ま
す
。�

　
基
金
残
高
は
、
下
記
の
表
の
通

り
15
億
３
８
８
０
万
円
で
す
。
昨

年
度
末
よ
り
２
億
２
６
２
７
万
円

増
え
ま
し
た
。�

　
借
入
金
返
済
の
た
め
、
減
債
基

金
の
大
半
を
取
り
崩
す
の
で
、
今

年
度
末
は
、
基
金
合
計
残
高
は
、

13
億
７
５
０
０
万
円
程
度
に
な
る

予
定
で
す
。�

　
地
方
債(

借
金)

は
、
平
成
23
年

度
よ
り
２
億
１
５
７
０
万
円
減
り

ま
し
た
。
当
該
年
度
末
に
は
、
さ

ら
に
３
億
円
程
度
減
る
予
定
で
す
。�

　
第
２
回
定
例
会
は
、
３
月
６
日
に
開
会
し
、
会
期�

を
３
月
22
日
ま
で
の
17
日
間
と
し
、
平
成
25
年
度
当�

初
予
算
８
件
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算
２
件
、
条
例�

の
制
定
10
件
と
一
部
改
正
８
件
、規
約
の
変
更
１
件
、�

経
費
の
賦
課
基
準
及
び
徴
収
の
時
期
・
方
法
１
件
、�

請
願
審
査
報
告
２
件
、
意
見
書
提
出
１
件
を
原
案
の�

と
お
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。�

若者定住、子育て支援、高齢者の施策を重点に�

「きらりと光る」まちづくり継続�
３月定例会�

各ページの金額は、全て千円未満を切り捨て表示していますので、合計に差違が生じます。�

地方債(借金) 平成24年度末残高�平成24年度末残高�地方債(借金)

計�

2億2,166�

5億9,807�

6億2,395�

3億5,326�

17億9,696計�

7億2,471�

12億3,050�

4億 62�

5億9,500�

29億5,083

特
別
会
計�

一
般
会
計�

15億3,880合計�

平成24年度末残高�

1億6,012�

183�

301�

1,282�

75�

1,014�

2,655

財政調整�

地域振興�

造　　林�

町営バス購入�

愛と元気の日野町ふるさと�

土地開発�

国民健康保険財政調整�

基金区分�平成24年度末残高�基金区分�

減　　債�

地域福祉�

建設機械整備�

観光事業�

木山義喬顕彰�

畜産振興事業�

介護給付費準備�

11億4,602�

768�

1,205�

2,503�

641�

1,632�

1億1,002

平成24年度末　基金残高�

平成24年度末　地方債(借金)残高見込み額�

その他事業�

臨時財政対策�

過疎対策事業�

市町村資金貸付金�

簡易水道�

公共下水道事業�

過疎対策事業�

農業集落排水事業�

たたら高殿模型を展示する町公舎�

単位：万円�

単位：万円�

単位：万円�歳　入�

平成25年度�

歳　入�

306,391

町税�
35,589

地方譲与税等�
7,607

地方交付税�
184,440

県支出金�
21,714

国庫支出金国庫支出金�
17,43217,432
国庫支出金�
17,432

分担金、�
使用料等�
8,837

繰入金�
14,595

諸収入�
3,729 町債�

12,170
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下
記
の
表
は
、
歳
出
の
目
的
別

に
区
分
名
と
金
額
を
、
円
グ
ラ
フ

で
表
し
て
い
ま
す
。�

　
昨
年
度
と
比
較
し
て
歳
出
の
主

な
増
減
は
、�

　
民
生
費
　
　
２
７
２
４
万
円�

　
農
林
水
産
業
費�

　
　
　
　
１
億
６
５
３
１
万
円�

　
消
防
費
　
　
１
２
６
５
万
円�

の
増
額
で
す
。�

　
衛
生
費
　
　
４
５
５
５
万
円�

　
商
工
費
　
　
　
６
２
０
万
円�

　
土
木
費
　
　
　
４
７
８
万
円�

　
教
育
費
１
億
３
４
５
２
万
円�

　
公
債
費(

借
入
返
済
金)�

　
　
　
　
　
　
４
８
７
２
万
円�

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。�

�

　
歳
出
予
算
性
質
別
集
計
表
は
、

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど

の
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
任
意

に
削
減
で
き
な
い
義
務
的
経
費
を

い
い
ま
す
。�

　
建
設
事
業
費
な
ど
、
そ
の
支
出

の
効
果
が
将
来
に
残
る
も
の
に
支

出
さ
れ
る
経
費
を
投
資
的
経
費
と

い
い
ま
す
。�

　
「
義
務
的
経
費
」
や
「
投
資
的

経
費
」、「
そ
の
他
経
費
（
予
備
費
）」

を
除
い
た
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る

物
件
費
な
ど
の
経
費
を
一
般
行
政

費
と
い
い
ま
す
。�

30 億 6,391 万円�

予備費�
500

単位：万円　△：減�

簡易水道特別会計�

計�

公共下水道事業特別会計�

１３億２,４３９�

農業集落排水事業特別会計�

鳥取県西部町村情報公開・�

個人情報保護審査会特別会計�

１３億６,２２８�

１億２,３０２�

１億１,２８４�

０�

６,９１７�

後期高齢者医療保険特別会計�

１億　５０５�

１億　４１１�

５,４６４�

６１�

７,４０４�

３億９,５３７�

５億９,０５５�介護保険特別会計�

国民健康保険特別会計�

５,４４６�

３０億６,３９１�

△１,８９０�

△７７９�

４８６�

６１�

△３,７８９�

△２２４�

比　較�

△３,２０１�

１８�

△１,４６０�

△６,９９０�

一　般　会　計�

平成２5年度当初予算� 前年度当初予算�予算内訳　　　会計/区分�

４億　９９８�

３０億９,５９２�

４４億５,８２１�合　　　　　計� ４３億８,８３０�

５億９,２７９�

特
別
会
計�

平成2
5年度

�

一般会
計予算

�

（前年当初予算比　　3,201万円減　　1㌫減）�

2億９,３８３�

6億８,６１５�

2億５,９７７�

5億１,３７２�

0

 4億　６７８�

２,０５０�

前年度(当初)本年度�

４,２８８�

科目�

2億９,６２６�

5億６,９８０�

３,３９８�

５００�

2億　４２９�

7億６,０３７�

人件費�

3億　１７４�

5億９,３２８�

2億８,９１２�

3億８,６９７�

１,５５０�

５００�

７００�

１６２�

4億６,５００�

１２０� ４２�

△８,９５３�

△４,８７２�

７００�

△３,２０１�

△１,９８０�

△５００�

０�

２,３４７�

比　較�

５４７�

△８８９�

７,４２２�

２,９３４�

繰出金�

補助費�

普通建設事業費�

30億９,５９２�

公債費�

維持補修費�

扶助費�

積立金�

投資及び出資金�

予備費�

30億６,３９１�合　計�

物件費�

貸付金�

平成25年度一般会計歳出予算性質別集計　　単位：万円�

平成25年度�

歳　出�

306,391

議会費�
6,422

総務費�
46,855

民生費�
64,947

衛生費�
57,044

農林水産業費�
39,036

商工費�
2,107

土木費�
17,292

消防費�
2,536

教育費�
23,147

公債費�
46,500

単位：万円�歳　出�
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平成25年度　主な歳出�
 

主 

な 

質 

疑�
○
高
殿
収
蔵
展
示
庫
に
つ
い
て�

議
員
　
中
に
入
れ
る
高
殿
は
町
の

財
産
で
す
か
。
町
の
財
産
で
な
い

も
の
を
入
れ
る
建
物
な
ら
将
来
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。�

町
長
　
高
殿
は
た
た
ら
顕
彰
会
の

も
の
で
す
。
建
物
は
ず
っ
と
使
わ

れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次

の
活
用
方
法
は
考
え
て
い
な
い
。

覚
書
を
取
り
交
わ
し
、
貸
付
を
行

い
ま
す
。�

�

○
黒
谷
線
改
良
工
事
に
つ
い
て�

議
員
　
道
路
新
設
改
良
費
の
考
え

方
は
。�

町
長
　
黒
谷
線
は
以
前
か
ら
町
の

計
画
に
載
っ
て
い
た
が
実
行
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
元
が
林
道
で
整

備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
非
常
に
危

な
く
、
構
造
的
に
も
よ
く
な
い
。

小
原
か
ら
榎
市
を
通
し
て
、
循
環

型
の
バ
ス
路
線
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。�

�

○
町
営
住
宅
入
居
状
況
は�

議
員
　
町
営
住
宅
入
居
状
況
は
。�

課
長
　
36
戸
中
、
現
在
空
き
家
は

２
ヶ
所
、
こ
れ
も
う
ま
る
予
定
で

す
。
改
良
住
宅
は
老
朽
化
が
著
し

く
、
売
却
し
な
が
ら
、
新
た
に
入

居
者
は
募
集
し
ま
せ
ん
。�

�

○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て�

議
員
　
人
材
確
保
も
大
変
難
し
く

な
り
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
委

託
先
を
決
め
ま
し
た
。
４
月
執
行

へ
の
、
準
備
、
条
件
等
の
状
況
は
。�

課
長
　
ス
ム
ー
ズ
に
始
め
ら
れ
る

よ
う
調
整
し
て
い
ま
す
。
研
修
、

ミ
ィ
ー
テ
ン
グ
等
、
事
故
の
な
い

よ
う
調
整
し
て
い
る
。
人
員
の
確

保
は
で
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。�

�

○
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て�

議
員
　
管
理
運
営
に
つ
い
て
、Ｄ
o

ス
ポ
ー
ツ
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

よ
う
な
指
定
管
理
に
し
ま
せ
ん
か
。�

町
長
　
備
品
を
貸
し
出
し
、
運
営

も
全
部
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
に
つ
い
て
は
検
討
し
ま

す
。�

�

○
社
会
体
育
館
に
つ
い
て�

議
員
　
雨
漏
り
も
起
き
て
い
る
が

予
算
化
し
て
い
ま
す
か
。
壊
す
方

向
で
す
か
。�

町
長
　
と
り
あ
え
ず
回
避
処
置
は

し
ま
し
た
。
老
朽
化
の
激
し
い
施

設
の
一
つ
で
、
教
育
委
員
会
と
も

話
し
つ
つ
あ
る
が
、
い
つ
か
は
、

解
体
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま

す
。�

　
事
故
の
な
い
よ
う
立
ち
入
り
制

限
を
し
、
利
用
者
に
そ
の
旨
を
伝

え
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。�

�

○
消
防
ホ
ー
ス
助
成
に
つ
い
て�

議
員
　
小
屋
な
ど
の
整
備
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
か
。�

課
長
　
現
在
予
定
し
て
い
る
の
は
、

消
防
ホ
ー
ス
、
筒
先
及
び
収
納
ボ

ッ
ク
ス
で
す
。�

日野川でのラフティング�

平
成
25
年
度
特
別
会
計
主
な
歳
出�

国
民
健
康
保
険�

保
険
給
付
費
２
億
７
１
６
７
万
円

後
期
高
齢
者
支
援
金
等�

　
　
　
　
　
　
　
４
４
０
０
万
円�

介
護
納
付
金
　
　
２
０
０
０
万
円

共
同
事
業
拠
出
金
５
０
０
０
万
円

保
健
事
業
費
　
　
　
４
７
６
万
円�

介
護
保
険�

保
険
給
付
費
５
億
７
０
６
４
万
円�

地
域
支
援
事
業
費
１
４
８
５
万
円�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険�

納
付
金
　
　
　
　
５
３
１
７
万
円�

簡
易
水
道�

公
債
費
　
　
　
　
７
８
４
８
万
円�

公
共
下
水
道
事
業�

公
債
費
　
　
　
　
７
３
２
４
万
円�

農
業
集
落
排
水
事
業�

公
債
費
　
　
　
　
４
８
１
５
万
円�

　(

公
債
費
は
借
入
返
済
金)�

鳥
取
県
西
部
町
村
情
報
公
開
・
個

人
情
報
保
護
審
査
会�

総
務
費
　
　
　
　
　
　
５
５
万
円�

単位：万円�

地域防災計画策定� 地震対策編、原子力災害対策編� ２１０�

移動販売車事業者補助�移動販売を行う経費補助� ８０�

日野町公舎庭改修� 公舎左側の庭の改修� １５５�

日野町公舎たたら高殿�

模型収蔵室整備�

公舎裏側にたたら高殿模型を�

収蔵保管する収蔵室を整備�
４４０�

消防用施設等整備費補助�消防ホース等購入補助� ２５�

地域自立支援事業�
住民による地域活性化のための�

活動交付金　　　上限20万円�
２００�

生活交通確保支援� タクシーの運賃補助� ３００�

�

わが町支え愛活動支援�

�

見守り体制の構築、個別避難訓�

練等支え愛活動を行う自治会へ�

の交付金　1地区10万円上限�

�

２５�

�

子育て支援� １歳から３歳まで支援金３万円� １２０�

児童手当� 中学修了前まで子育て支援� ３,３００�

中山間地直接支払交付金�農業維持・農地保全など� ４,６８８�

新規就農支援給付金�
新規就農者　年間150万�

円を支給　最大5年間�
３００�

橋梁修繕� 野田橋歩道橋の修繕� １,４０２�

町道黒谷2号線改良�
榎市から小原　2カ年計画で�

6カ所の改良　本年度分�
１,９８０�

学校図書館司書配置� 保小中学校と図書館連携� ４６８�

外国語指導助手配置� 外国語教育の充実� ５１３�

放課後子ども教室� 安全・安心な居場所支援� ６１４�

町民ミュージカル補助�歴史文化を題材� ５０�

学校給食センター調理等委託� 調理・配送を民間委託� １,２９７�

文化センターエレベーター� 休止していたエレベーターを再稼動� ３２６�

社会福祉協議会補助� 高齢者支援等� ８４６�

児童扶養手当支給� ひとり親家庭に、児童扶養手当� １,００９�

日野病院組合事務� 日野病院運営支援　　　3億５,２９４�

は新規事業�
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�

�

○
日
野
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定�　
日
野
町
か
ら
暴
力
団
の
排
除
を

推
進
す
る
た
め
、
基
本
理
念
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
平
穏

な
町
民
生
活
と
町
に
お
け
る
社
会

活
動
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
条
例
を
制
定�

○
町
長
、
副
町
長
、
固
定
資
産
評

価
員
及
び
教
育
長
の
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正�

　
給
与
を
減
ず
る
特
例
措
置
を
更

に
１
年
間
延
長
す
る
も
の�

○
日
野
町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正�

　
内
国
旅
行
に
係
る
日
当
を
支
給

し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
期
間

を
１
年
間
延
長
す
る
も
の�

○
鳥
取
県
西
部
町
村
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
特
別
会
計

条
例
の
制
定�

　
西
部
町
村
合
同
で
設
置
す
る
審

査
会
運
営
の
た
め
の
特
別
会
計
設

置
で
す
。�

○
日
野
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
改
正�

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
名
称
変

更
及
び
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の�

○
日
野
町
職
員
等
の

給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正�

○
日
野
町
道
路
占
用

料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正�

�

　
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。�

��

○
日
野
町
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正�

�

　
採
決
は
６
ペ
ー
ジ

の
採
決
表
を
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。�

「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
（
地
域
主
権
一
括
法
）

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の�

○
日
野
町
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正�

　
日
野
町
財
産
の
譲
渡
等
に
つ
い

て
、
現
行
の
地
方
公
共
団
体
に
国

を
追
加
す
る
も
の�

○
日
野
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定�

○
日
野
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
等
の
指
定
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定�

○
日
野
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定�

○
日
野
町
営
土
地
改
良
事
業
の
経

費
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正�

○
日
野
町
道
の
構
造
の
技
術
的
基

準
に
関
す
る
条
例
の
制
定�

○
日
野
町
道
に
設
け
る
道
路
標
識

の
寸
法
に
関
す
る
条
例
の
制
定�

○
日
野
町
移
動
等
円
滑
化
の
た
め

に
必
要
な
町
道
の
構
造
基
準
に
関

す
る
条
例
の
制
定�

○
日
野
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正�

○
日
野
町
営
住
宅
等
整
備
の
基
準

に
関
す
る
条
例
の
制
定�

○
日
野
町
下
水
道
条
例
の
一
部
改

正�○
日
野
町
水
道
事
業
の
布
設
工
事

監
督
者
の
配
置
基
準
及
び
資
格
基

準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資

格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定�

�

○
鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
・
共
同

協
議
会
規
約
の
変
更�

　
県
の
組
織
替
え
（
総
合
事
務
所

体
制
）
の
見
直
し
に
伴
い
、
事
務

所
の
所
在
地
及
び
幹
事
会
の
設
置

に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
規
約

の
一
部
改
正
を
行
う
も
の�

○
日
野
町
営
土
地
改
良
事
業
の
経

費
の
賦
課
基
準
及
び
そ
の
徴
収
の

時
期
方
法�

　
本
郷
井
出
改
修
工
事
に
事
業
費

の
15
㌫
相
当
額
を
受
益
者
に
賦
課�

　
下
菅
水
路
改
修
工
事
に
事
業
費

の
20
㌫
相
当
額
を
受
益
者
に
賦
課�

　
徴
収
の
時
期
は
、
平
成
26
年
３

月
31
日
限
り�

�

　
条
例
制
定
、
一
部
改
正
な
ど
、

い
ず
れ
の
議
案
も
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。�

日野町健康福祉センター　庁舎内�

条
例
の
制
定
及
び
改
正

条
例
の
制
定
及
び
改
正�
条
例
の
制
定
及
び
改
正�

平
成
平
成
2424
年
度
補
正
予
算

年
度
補
正
予
算�

平
成
24
年
度
補
正
予
算�

　主に事業確定等に伴う減額と寄付金に�

よる増額等�

　会計名　　　　　　補正後の予算額�

　　　　　　　　　　　　　(補正額)�

　一般会計�

�

　介護保険特別会計�

　（科目振替の為、増減はなし。）�

�

�

�

�

33億2,134万円�

（△1,141万円）�

６億402万円�

�

　
補
正
の
主
な
内
容�

�

日
野
町
公
舎
の
庭
に
高
殿
模
型
収

蔵
庫
の
設
計
委
託
料
　
５
５
万
円�

�

根
雨
小
学
校
耐
震
工
事
費
請
負
減�

　
　
　
　
　
減
額
１
５
５
０
万
円�

�

愛
と
元
気
の
日
野
町
ふ
る
さ
と
基

金
積
立
金
　
　
積
立
金
５
２
万
円�

(

財
源
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金)�

�

観
光
事
業
基
金�

　
　
　
　
　
積
立
金
３
６
０
万
円�

(

財
源
は
、
日
野
町
観
光
協
会
か

ら
の
寄
附
金)�

　
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。�



（６）�

��

●
安
倍
内
閣
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
連
携
協
定
）
へ
の
参
加
断
念
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願�

�

趣
旨
採
択�

（
理
由
）�

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
わ
が
国
の
一
時
産
業
の
受

け
る
影
響
が
多
大
と
予
測
さ
れ
る

が
、
オ
バ
マ
大
統
領
と
の
日
米
首

脳
会
談
が
行
わ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
に
際
し
、
「
あ
ら
か
じ
め
す

べ
て
の
関
税
撤
廃
の
約
束
を
求
め

ら
れ
な
い
」
こ
と
を
確
認
さ
れ
、

政
府
は
交
渉
参
加
を
正
式
に
決
定

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、

趣
旨
採
択
と
し
た
。�

�

●
「
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

を
し
な
い
こ
と
」
の
意
見
書
提
出

を
国
に
求
め
る
請
願
書�

�

趣
旨
採
択�

（
理
由
）�

　
国
民
生
活
の
最
低
保
護
基
準
は

満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

一
方
で
国
民
年
金
を
掛
け
て
受
給

す
る
額
よ
り
生
活
保
護
費
が
高
く
、

勤
労
意
欲
を
削
ぐ
も
の
で
あ
り
、

趣
旨
採
択
と
し
た
。�

�

���

　
議
員
発
議
に
よ
り
意
見
書
１
件

を
、
内
閣
総
理
大
臣
、
農
林
水
産

大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。�

�
◎
安
倍
内
閣
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
連
携
協
定
）
へ
の
参
加
に
あ
た

り
聖
域
と
国
益
を
守
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書�

�

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
あ
た
り
、

聖
域
の
確
保
を
最
優
先
し
、
国
益

を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

直
ち
に
離
脱
す
る
こ
と
。�

�

　
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。�

請
願
審
査

請
願
審
査�

請
願
審
査�

意
　

見
　

書�

意
　

見
　

書�

平成25年度一般会計討論�

反
対
討
論
　
佐
々
木
　
求
議
員�

　
根
拠
法
が
な
い
の
に
、
２
０
０
０
万
円
近
く

の
同
和
関
連
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
責
任
が
、
県
に
も
あ
る
こ
と
は
否
め
ま

せ
ん
。�

　
し
か
し
、
最
後
の
砦
と
し
て
の
自
治
体
で
あ

る
町
が
、
依
然
と
し
て
こ
う
い
う
支
出
を
行
う

こ
と
は
、
納
得
で
き
ま
せ
ん
。�

　
い
ろ
い
ろ
問
題
は
あ
る
が
、
同
和
関
連
の
支

出
は
、
一
番
根
本
的
な
無
駄
な
支
出
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
反
対
討
論
と
し
ま
す
。�

賛
成
討
論
　
中
原
　
信
男
議
員�

�

　
地
方
交
付
税
の
削
減
が
予
想
さ
れ
る
中
、
民

生
費
等
前
年
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

子
育
て
、
福
祉
に
重
点
を
置
い
た
も
の
で
す
。

　
農
林
水
産
業
費
も
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
が
、

要
因
は
繰
上
げ
償
還
に
伴
う
も
の
で
す
。�

　
将
来
負
担
率
の
引
き
下
げ
等
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。�

　
以
上
の
観
点
か
ら
賛
成
の
討
論
と
し
ま
す
。�

○�
日野町健康福祉センターの位置

及び管理条例一部改正�
○�○� ○�○� ○�○�

○�

○�

○�○�○� ○�○�欠�平成25年度日野町一般会計� ×�

35

中
原
信
男�

梅
林
智
子�

○�

×�

26

松
原
直
人�

安
達
幸
博�

小
谷
博
徳�

松
本
利
秋�

竹
永
明
文�

議
案
番
号�

採決の状況　一覧表�

佐
々
木
求�

中
原
　
明�

○印は、賛成者　　×印は、反対者　　欠印は、欠席�

心配される和牛経営�
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日
野
町
議
会
は
、
議
会
改
革
の

一
環
と
し
て
、
読
み
や
す
い
広
報

紙
づ
く
り
と
共
に
「
出
か
け
る
議

会
」
に
力
を
入
れ
よ
う
と
話
し
合

い
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。�

　
昨
年
秋
よ
り
、
そ
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
広
聴
活
動
を
行
う

た
め
、
町
内
で
活
動
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
や
集
落
に
出
か
け
て
い
き

町
民
の
皆
様
の
お
考
え
や
ご
意
見

を
聴
き
、
合
わ
せ
て
議
会
側
よ
り

「
常
任
委
員
会
」
が
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
や
議
会
の
動
き
な
ど
を

報
告
し
て
、
少
し
で
も
議
会
活
動

が
町
民
皆
さ
ん
の
目
に
見
え
る
形

に
し
よ
う
と
、
町
の
広
報
紙
、
議

会
だ
よ
り
、
行
政
無
線
で
皆
様
方

に
開
催
希
望
の
募
集
を
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。�

　
な
か
な
か
開
催
希
望
の
申
し
出

が
無
く
、
対
策
を
模
索
し
て
い
た

中
、
津
地
自
治
会
よ
り
意
見
交
換

会
の
申
し
出
が
あ
り
、
議
会
側
と

し
て
も
あ
り
が
た
く
、
申
し
出
を

頂
い
た
自
治
会
に
深
く
感
謝
を
し

た
と
こ
ろ
で
す
。�

　
意
見
交
換
会
の
主
な
内
容
は
、�

議
会
側
よ
り�

　
総
務
経
済
・
教
育
民
生
常
任
委

員
会
の
最
近
の
取
り
組
み
、
議
会

広
報
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
議
会

だ
よ
り
作
成
状
況
な
ど
の
取
り
組

み
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
議
会

改
革
な
ど
の
報
告
を
し
ま
し
た
。�

津
地
自
治
会
か
ら
は
、�

　
高
齢
化
す
る
中
で
の
日
野
町
農

林
振
興
公
社
の
役
割
と
方
向
性
、�

　
人
口
減
少
に
対
す
る
地
域
の
不

安
と
そ
の
対
策�

　
不
在
地
主
へ
の
対
応
（
家
屋
・

荒
廃
農
地
）�

　
各
種
補
助
金
の
事
務
担
当
者
の

設
置
は
ど
う
か�

　
日
野
川
増
水
と
保
育
所
の
避
難

体
制
の
取
り
組
み�

　
独
居
高
齢
者
宅
の
家
周
り
の
除

雪
方
法
の
有
り
方
な
ど
実
態
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
集
落
全
戸
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
さ
れ
た
も
の
で
、
地

域
の
課
題
を
集
約
、
町
へ
の
提
案

と
し
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。�

　
町
執
行
部
に
も
同
じ
内
容
の
要

望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
て
、
町
側

の
回
答
を
踏
ま
え
て
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。�

���

�

意
見
交
換
会
を
終
え
て�

�

　
今
回
実
施
し
た
意
見
交
換
会
で

出
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
議
会

と
し
て
も
正
式
に
要
望
を
受
け
た

取
扱
い
と
し
て
、
各
常
任
委
員
会

で
調
査
検
討
を
行
い
、
後
日
回
答

す
る
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。�

　
議
会
活
動
が
、
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
「
出
か
け
る

議
会
」
を
掲
げ
、
こ
れ
か
ら
も
議

員
一
同
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、
集
落
・
グ
ル
ー

プ
等
、
気
軽
に
意
見
交
換
会
の
申

し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

地
域
要
望
を
聴
く

地
域
要
望
を
聴
く�

地
域
要
望
を
聴
く�

津地自治会と意見交換会�

津
地
自
治
会
と
意
見
交
換
会�




